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解
題

　

本
書
は
室
町
幕
府
の
同
朋
を
務
め
た
相
阿
弥
の
伝
書
『
君
台
観
左
右
帳
記
』（
矢

野
分
類　

六

－

三　

十
二
月
本
類　
『
御
飾
記
』
原
型
種
［
一
］）
の
末
尾
に
付
さ
れ

た
、
茶
の
湯
で
用
い
ら
れ
る
及
第
台
子
の
伝
書
で
あ
る
。
内
容
は
「
囲
炉
裏
ニ
及
第

左
構
ニ
置
合
手
前
次
第｣

と
「
客
人
心
持
」
か
ら
な
り
、
併
せ
て
四
〇
箇
条
強
の
も

の
で
あ
る
。
な
お
翻
刻
の
冒
頭
部
分
「
此
一
巻
」
か
ら
「
玉
床
下
」
ま
で
の
文
章
は
、

『
君
台
観
左
右
帳
記
』
奥
書
部
分
で
あ
る
。

　

及
第
台
子
（
及
台
子
）
と
は
、
茶
の
湯
で
用
い
る
台
子
と
い
う
棚
物
の
一
種
で
、

本
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
中
国
の
進
士
の
科
挙
に
ち
な
む
と
い
う
。
こ
れ
は
、
科
挙

に
合
格
す
る
と
く
ぐ
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
門
の
形
を
と
っ
た
も
の
と
も
、
及
第
の
作

文
を
置
く
台
と
も
い
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
試
験
用
の
書
籍
を
置

く
台
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
形
状
は
、
地
板
の
左
右
両
端
中
央
に
柱
が
二
本
立
て
ら
れ
、
柱
の
上
下
に
は

そ
れ
ぞ
れ
雲
形
の
小
板
が
つ
い
て
い
る
。
利
休
形
・
元
伯
形
な
ど
い
く
つ
か
種
類
が

あ
る
。
な
お
本
書
に
は
そ
の
図
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　

さ
て
本
書
の
伝
来
は
、
寛
永
十
七
年
十
二
月
二
十
三
日
仲
西
長
門
守
秀
長
に
よ
る

第
一
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
足
利
義
政
の
同
朋
相
阿
弥
に
よ
っ
て
書
き
記
さ
れ
た
も
の

を
、
京
都
の
針
屋
浄
貞
が
書
写
し
て
お
い
た
も
の
が
、
そ
の
子
紹
珍
、
宗
和
、
宗
春

と
代
々
伝
え
ら
れ
、
宗
春
か
ら
自
民
斎
清
貫
へ
、
そ
し
て
仲
西
秀
長
へ
と
伝
授
さ
れ

た
と
す
る
。

　

こ
の
針
屋
に
つ
い
て
は
、
矢
野
環
氏
の
考
察
に
詳
し
い
が
、
い
ま
は
そ
の
一
端
を

資
料
紹
介

　
　
　『
及
第
台
子
伝
書
（
仮
題
）』（
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
）

田
口
　
詩
織
、
山
田
　
哲
也
　

　

京
都
の
豪
商
針
屋
、
並
び
に
堺
の
豪
商
天
王
寺
屋
に
は
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
末
尾
に
、
中
国
の
「
及
第
」
に
由
来
す
る
と
い

う
二
本
柱
の
棚
を
茶
の
湯
に
転
用
し
た
、「
及
第
台
子
」
の
伝
書
が
付
加
さ
れ
た
。
こ
こ
に
翻
刻
す
る
の
は
そ
の
付
加
部
分
で
あ
り
、及
台
子
の
点
前
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
発
祥
の
記
述
や
重
要
な
奥
書
を
伴
っ
て
い
る
。
特
に
、
小
堀
遠
州
も
及
第
台
子
の
点
前
に
つ
い
て
は
、
津
田
宗
凡
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と
す
る
点
は
注
目
さ
れ

よ
う
。

（
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八

『
及
第
台
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（
仮
題
）』（
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
）

紹
介
す
る
に
留
め
る
。
針
屋
は
、
本
姓
を
曽
谷
（
そ
た
に
、
そ
だ
に
）
と
い
い
、
京

都
の
上
京
の
立
売
（
現
在
の
京
都
市
上
京
区
）
に
住
し
た
豪
商
で
、
室
町
後
期
の
大

永
年
間
（
一
五
二
一
～
一
五
二
八
）
よ
り
七
夕
茄
子
・
針
屋
円
座
肩
衝
・
星
肩
衝
・

強
帷
子
天
目
・
牧
渓
筆
林
檎
絵
・
玉
堂
肩
衝
な
ど
、
多
く
の
茶
の
湯
名
物
道
具
を
所

持
し
た
一
族
で
あ
っ
た
。
浄
貞
・
紹
珍
・
宗
和
・
宗
春
以
外
に
も
一
統
の
名
が
多
く

当
時
の
名
物
記
・
茶
会
記
に
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
親
族
関
係
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

こ
の
う
ち
宗
春
家
は
比
較
的
後
ま
で
残
り
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）『
京
都
覚
書
』

の
「
京
都
筋
目
有
町
人
」
の
項
に
「
上
立
売
町　

針
屋
宗
春
」
と
そ
の
筆
頭
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
後
に
絶
家
し
た
。

　

第
一
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
本
書
を
含
め
た
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
が
針
屋
宗
春
家

に
伝
え
ら
れ
、
自
民
斎
清
貫
に
よ
り
仲
西
秀
長
に
相
伝
さ
れ
た
が
、
清
貫
が
大
徳
寺

江
月
宗
玩
の
参
徒
と
な
っ
た
関
係
に
よ
り
、
江
月
の
実
家
で
あ
る
堺
の
天
王
寺
屋
に

所
蔵
さ
れ
る
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
で
あ
ろ
う
書
物
を
江
月
の
兄
で
あ
る
津
田
宗
凡

か
ら
清
貫
が
相
伝
を
受
け
た
と
い
う
。
な
お
そ
の
際
に
は
大
名
茶
人
小
堀
遠
州
も
無

理
矢
理
同
道
し
、
相
伝
を
受
け
た
と
い
う
。
伝
授
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
宗
凡

は
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
五
月
二
九
日
に
没
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
江
戸
に
お
い
て
小
幡
清
貫
よ
り
仲
西
長
門
守
秀
長
に
、
本
書
と
口
伝
故
実

な
ら
び
に
及
第
台
子
の
手
前
が
伝
授
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
ま
た
寛
文
七
年
二
月
吉

日
の
幸
免
斎
養
拙
に
よ
る
第
二
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
会
津
の
保
科
家
の
家
臣
小
幡
清

貫
（
自
民
斎
）
か
ら
、
薩
摩
島
津
家
の
家
臣
仲
西
長
門
守
秀
長
が
藩
主
の
参
勤
交
代

に
従
い
、
江
戸
滞
留
仲
に
清
貫
よ
り
伝
授
さ
れ
た
も
の
を
、
秀
長
の
嫡
子
秀
延
か
ら

幸
免
斎
養
拙
が
伝
授
さ
れ
た
と
あ
る
。
仲
西
長
門
守
秀
長
が
薩
摩
島
津
家
の
家
臣
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
新
た
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
針
屋
で
相
伝
さ
れ
た

『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
存
在
す
ら
今
ま
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
小

幡
清
貫
、
仲
西
秀
長
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
も
こ
れ
以
上
知
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　

天
王
寺
屋
に
も
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
が
伝
わ
っ
て
い
た
と
い
う
主
張
も
無
視
で

き
な
い
。
天
王
寺
屋
系
統
の
茶
書
に
は
、
か
っ
て
矢
野
氏
が
見
出
さ
れ
、
後
に
山
田

も
別
の
場
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
を
見
出
し
た
、
異
名
同
内
容
の
、『
唐
物
上
古

物
置
様
の
事
』
或
い
は
『
宗
及
居
士
茶
湯
覚
書
』
と
も
い
わ
れ
る
も
の
の
存
在
が
し

ら
れ
て
い
る
［
二
、
三
］。

　

な
お
、
今
回
翻
刻
し
た
及
第
台
子
の
伝
書
部
分
は
、
針
屋
の『
君
台
観
左
右
帳
記
』

に
は
無
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
及
第
台
子
は
本
文
中
に
も
云
う
よ
う
に
、
江
月
の

所（
大
徳
寺
龍
光
院
）に
あ
っ
た
も
の
を
、
古
田
織
部
が
複
製
し
て
茶
の
湯
に
つ
か
っ

た
の
が
始
め
で
あ
る
と
す
る
。
天
正
十
九
年
没
の
津
田
宗
及
が
台
子
に
適
切
と
認
め

た
。
天
王
寺
屋
の
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
は
及
第
台
子
伝
書
は
既
に
付
属
し
て
い

た
と
思
わ
れ
、
清
貫
か
ら
中
西
秀
長
へ
伝
授
し
た
段
階
で
は
勿
論
存
在
し
た
で
あ
ろ

う
が
、
第
一
奥
書
に
よ
れ
ば
、
中
西
秀
長
が
さ
ら
に
補
足
し
た
事
項
も
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　

本
文
十
九
条
で
柄
杓
を
及
第
台
子
に
戻
す
と
き
、「
但
筋
違
に
可
置
。
是
ハ
古
田

織
部
流
也
。
宗
凡
流
ハ
ひ
さ
く
立
に
た
ゝ
す
也
。」
と
あ
る
。
こ
こ
で
「
宗
凡
流
」

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
天
王
寺
屋
の
茶
系
の
存
在
を
し
め
す
も
の
と
し
て
貴
重

で
あ
る
。
そ
し
て
「
古
田
織
部
流
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
が
織
部
流
の
内
容

を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
も
注
目
し
た
い
。

　

さ
ら
に
は
、
本
書
四
十
二
条
と
類
似
の
原
本
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
内
容
が
、『
長

闇
堂
記
』［
四
］
に
も
記
載
さ
れ
、
こ
ち
ら
は
及
第
台
子
の
由
来
を
及
第
の
門
に
因

む
と
す
る
が
、
天
王
寺
屋
宗
及
が
所
持
し
、
そ
の
子
宗
凡
の
時
代
に
古
田
織
部
が
そ

の
写
し
を
作
り
世
上
に
流
布
し
た
と
し
、
江
月
宗
玩
も
同
様
な
台
子
を
所
持
し
て
い

た
こ
と
な
ど
、
本
書
と
共
通
す
る
部
分
を
も
つ
。
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三
九

　

わ
ず
か
四
十
二
箇
条
し
か
な
い
本
書
で
あ
る
が
、
二
つ
の
奥
書
の
内
容
検
討
も
併

せ
て
、
後
考
を
待
ち
た
い
。

［
一
］
矢
野
環
『
君
台
観
左
右
記
の
総
合
的
研
究
』
一
九
九
九
年　

勉
誠
出
版

［
二
］�

矢
野
環
ほ
か
、
資
料
「
唐
物
上
古
物
置
様
の
事
」
茶
の
古
典　
『
茶
道
学
大
系
』

十　

二
〇
〇
一
年　

淡
交
社

［
三
］�

山
田
哲
也
「
浪
華
の
茶
匠
初
代
凡
鳥
・
青
木
宗
鳳
」
熊
倉
功
夫
編
『
茶
人
と

茶
の
湯
の
研
究
』
二
〇
〇
三
年　

思
文
閣
出
版

［
四
］�

久
保
利
世
『
長
闇
堂
記
』
三
七
二
頁　
『
茶
道
古
典
全
集
』　

第
三
巻　

一
九
七
七
年
（
第
三
版
）　

淡
交
社　

付�

記　

翻
刻
原
稿
は
田
口
が
作
成
し
、
最
終
的
に
山
田
が
整
理
し
た
。
解
題
は
山
田

に
よ
る
。

　
凡
例

一
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
句
読
点
を
付
し
た
。

二�

、
底
本
は
漢
字
・
仮
名
・
変
体
仮
名
混
じ
り
で
あ
る
。
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行

字
体
を
用
い
て
翻
刻
す
る
。
ま
た
併
出
に
は
中
黒
を
用
い
る
。
濁
点
は
底
本
に
あ

る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
記
す
。「
之
」・「
江
」
は
ひ
ら
が
な
と
せ
ず
漢
字

を
残
し
た
。
若
干
の
宛
字
が
あ
る
が
、
理
解
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
の
で
注
記
し

な
い
。
な
お
、
識
語
部
分
に
あ
る
「
宗
汲
」
と
は
、
天
王
寺
屋
「
宗
及（
そ
う
ぎ
ゅ

う
）」
で
あ
る
。

三�

、
翻
刻
全
体
は
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
奥
書
部
分
と
、「
囲
炉
裏
ニ
及
第
左
構
ニ
置

合
手
前
次
第
」
三
〇
箇
条
、「
客
人
心
持
之
事
」
十
一
箇
条
な
ど
か
ら
な
る
。
箇

条
書
き
さ
れ
た
部
分
に
は
、
箇
条
番
号
を
付
す
。

四�

、
本
書
の
形
状
は
巻
子
本
（
縦
三
一
㎝
）
で
あ
り
、
薄
茶
と
茶
色
の
紙
（
長
さ
約

四
三
㎝
）
を
交
互
に
用
い
て
い
る
。「
・
・
・
」
に
よ
り
紙
の
継
目
を
示
し
た
。

（
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四
〇

『
及
第
台
子
伝
書
（
仮
題
）』（
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
）

［
本
文
翻
刻
］

　
［
君
台
観
左
右
帳
記
奥
書
部
分
］

此
一
巻
し
る
し
た
る
物
、
一
向
無
所
持
候
之
条
、
近
年
於
殿
中
見
及
申
分
注
申
候
。

昔
の
御
物
御
重
宝
共
、
承
及
候
而
見
不
申
候
物
、
形
を
も
し
か

く
と
覚
不
申
候
。

此
注
之
分
は
大
略
ハ
慥
ニ
覚
申
分
に
て
候
。
御
不
審
の
事
候
は
、
尋
承
候
而
、
ね
ん

こ
ろ
に
御
伝
可
申
候
。
か
様
ニ
ハ
申
候
へ
と
も
、
各
無
正
躰
事
も
あ
る
へ
く
候
。
不

可
有
他
見
候
也
。

　
　

大
永
三
年
十
二
月
吉
日　
　
　

松
雪
斎
鑑
岳
真
相�

在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
床
下

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
［
及
台
子
伝
書
］

一
、
台
子　
（
図
）（
以
下
図
中
の
文
字
を
翻
刻
し
、
原
図
は
末
尾
に
付
す
）

　
［
上
棚
］
方
盆　

茶
入　
　
　
　
［
下
棚
］
水
指

　
　
　
　

天
目　

台　

茶
杓　
　
　
　
　
　
杓
立　

水
覆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釜　

風
炉

一
、
及
第　
　
　
　
（
図
）

一
、
及
第
之
上
棚　
（
図
）

　
　
　
　

方
盆　

茶
入

　
　
　
　

天
目　

台　
　
　
　

コ
コ
ハ
ホ
ウ
ヅ
キ
ト
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
コ
ハ
サ
ラ
ト
云

　
　
　
　

茶
杓
、
台
ノ
左
ノ
サ
ラ
ニ
ア
ヲ
ノ
ケ
テ
ヲ
ク
也

　
　
　
　

柄
ノ
方
少
前
ヘ
出
、
取
ヨ
キ
ヤ
ウ
ニ
ヲ
ク
ヘ
シ

一
、
及
第
之
下
棚　
（
図
）

　
　
　
　

水
指　
　

蓋
置

　
　
　
　

杓
立　
　

水
覆

　
　
　
　
　

一
、
囲
炉
裏
ニ
及
第
左
構
ニ
置
合
手
前
次
第　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
一
、
茶
巾
ふ
く
だ
め
て
、
茶
筅
之
台
ニ
、
茶
筅
・
茶
巾
入
て
持
出
ル
。

２
一
、
及
第
ニ
向
ひ
、
茶
筅
之
台
左
の
脇
に
置
へ
し
。

３
一
、
茶
入
袋
ニ
入
盆
に
有
之
を
は
、
右
の
手
に
て
落
し
、
水
指
之
通
ニ
置
合
ル

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

４
一
、
偖
、
天
目
の
せ
た
る
盆
を
双
手
に
て
落
し
、
水
こ
ほ
し
の
通
に
置
合
ル

５
一�

、
柄
杓
抜
出
し
、
左
の
手
に
持
ち
か
た
め
、
蓋
置
を
右
の
手
に
て
取
て
、
畳
の

へ
り
よ
り
内
、
い
ろ
り
の
ふ
ち
と
間
五
寸
程
に
置
合
。則
、
柄
杓
あ
を
の
け
て
、

筋
違
に
置
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
一
、
扨
、
客
人
へ
し
か
と
く
一
礼
を
云
。
客
人
等
輩
之
時
ハ
、
膝
を
く
む
也
。

７
一�

、
茶
入
を
取
て
右
の
前
に
置
、
ふ
く
さ
物
を
抜
出
し
、
盆
を
（
以
下
傍
記
：
ふ

く
さ
右
ニ
持
な
か
ら
と
り
上
ふ
く
也
）
と
り
あ
け
ふ
く
さ
右
に
持
な
か
ら
ふ
く

也
。
但
双
手
ニ
テ
。
ふ
き
様
ハ
、
上
よ
り
次
第
ニ
三
つ
横
へ
右
へ
な
て
ゝ
、
四

ツ
め
に
盆
の
右
之
方
を
前
へ
ふ
き
つ
る
。

８
一�

、
茶
入
を
右
の
手
に
取
て
前
に
置
、
緒
を
解
て
緒
の
と
め
を
右
之
方
へ
な
し
て

（
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四
一

曳
也
。
袋
の
口
を
よ
く
あ
け
て
、
茶
入
取
出
し
前
に
置
。
袋
の
な
り
を
よ
く
直

し
て
、
袋
ハ
及
第
の
上
に
左
之
端
へ
よ
せ
、
台
の
中
程
に
袋
の
底
の
方
を
我
前

へ
な
し
置
也
。

９
一�
、
茶
入
を
右
之
手
に
て
取
上
ヶ
、
左
へ
渡
し
て
ふ
く
さ
抜
出
し
、
肩
よ
り
ふ
く

様
に
し
て
、
ふ
く
さ
腰
に
は
さ
み
、
茶
入
之
お
も
て
を
み
て
、
右
之
手
に
て

持
、
さ
き
ば
し
り
を
し
て
、
盆
の
真
中
ニ
置
へ
し
。
さ
き
ハ
し
り
と
ハ
、
茶
入

持
た
る
小
指
の
次
之
指
を
、
盆
に
茶
入
よ
り
さ
き
に
あ
て
ゝ
、
茶
入
置
音
の
な

き
様
に
す
る
也
。
茶
入
之
表
、
我
前
へ
置
也
。

10
一�

、
茶
入
置
治
め
て
、
茶
杓
を
右
之
手
に
て
柄
の
方
よ
り
取
て
持
、
ふ
く
さ
を
抜

出
し
ふ
き
、
茶
入
左
之
方
の
脇
に
あ
お
の
け
て
置
。
柄
の
方
少
前
へ
引
出
シ
、

と
り
よ
き
様
ニ
置
也
。

11
一�

、
天
目
を
台
に
の
せ
な
か
ら
双
手
ニ
持
て
、
い
ろ
り
ふ
ち
と
盆
と
の
間
を
見
合

せ
置
。

12
一�

、
柄
杓
を
右
の
手
に
取
、
左
へ
渡
し
立
て
持
、
ふ
く
さ
抜
出
し
、
釜
の
蓋
を
取

テ
ふ
た
置
に
を
く
へ
し
。

13
一�

、
柄
杓
右
に
取
直
し
、
湯
を
汲
て
天
目
へ
入
、
柄
杓
を
左
へ
渡
し
、
釜
の
ふ
た

を
し
め
、
柄
杓
ハ
ま
た
蓋
置
の
上
に
筋
違
置
也
。

14
一
、
茶
筌
台
よ
り
右
之
手
に
て
と
り
出
し
、
天
目
に
入
、
如
常
す
ゝ
ぎ
し
て
、

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　

�

ち
や
せ
ん
入
置
な
か
ら
双
手
に
天
目
を
持
、
左
之
方
及
第
の
前
に
置
て
、
ふ
く

さ
抜
出
し
右
に
持
、
天
目
の
台
を
ふ
く
さ
に
て
と
り
添
、
左
の
手
を
そ
へ
と
り

あ
げ
、
台
を
右
之
前
へ
傾
け
、
台
の
さ
き
の
方
よ
り
ふ
く
さ
に
て
な
で
ゝ
、
前

の
方
も
同
前
に
な
づ
る
様
に
し
て
、
ふ
く
さ
に
て
台
の
皿
を
持
、
左
の
手
を
添

て
本
の
所
へ
な
お
し
、
天
目
を
両
手
に
て
取
、
台
に
の
せ
、
茶
筅
少
な
を
し
、

曳
茶
筌
に
し
て
茶
筌
ハ
台
に
置
也
。

15
一�

、
茶
巾
右
に
て
取
て
天
目
に
と
り
添
、
双
手
に
て
と
り
上
、
湯
を
捨
て
、
天
目

を
ふ
く
へ
し
。
さ
き
を
釜
の
方
へ
か
た
ふ
き
ふ
き
て
、
茶
巾
の
台
に
入
ル
、
是

を
天
目
ぶ
き
と
云
。又
椀
ふ
き
と
て
、
天
目
を
あ
を
の
け
ふ
く
ハ
、
不
可
然
也
。

16
一�

、
茶
入
を
右
之
手
に
て
と
り
、
左
へ
渡
し
、
茶
入
之
蓋
を
右
に
て
取
、
盆
之
前

の
右
之
角
に
少
よ
せ
か
く
る
や
う
に
置
也
。

17
一�

、
茶
杓
を
柄
の
方
よ
り
引
出
す
や
う
に
し
て
取
上
、
濃
茶
な
ら
は
二
す
く
ひ
程

入
て
、
客
人
ニ
こ
う
可
仕
哉
と
一
礼
し
て
、
よ
き
程
に
入
、
茶
杓
の
さ
き
ニ
付

た
る
茶
を
天
目
に
て
た
ゝ
き
落
し
、
天
目
の
上
に
茶
杓
あ
お
の
け
て
置
、
茶
入

の
蓋
を
し
て
、
茶
入
之
お
も
て
を
見
、
右
之
手
に
て
盆
の
真
中
ニ
可
置
。
茶
入

之
置
様
右
に
同
し
。
さ
て
茶
杓
取
直
し
、
天
目
ニ
入
た
る
茶
を
ま
せ
て
、
か
た

ま
り
な
と
の
な
き
様
ニ
可
入
念
。
さ
て
茶
杓
を
取
直
し
、
前
の
こ
と
く
茶
入
之

盆
に
置
也
。
置
様
右
に
同
し
。

18
一�

、
柄
杓
を
前
の
こ
と
く
取
、
ふ
く
さ
に
て
釜
の
蓋
を
取
て
、
ふ
た
置
に
を
き
、

柄
杓
を
右
に
取
直
し
、
釜
の
底
へ
よ
く
ひ
さ
く
を
入
て
湯
を
汲
出
し
、
天
目
に

入
、
ひ
さ
く
ハ
釜
に
か
け
て
茶
筅
を
取
、
ふ
る
へ
し
。
濃
茶
な
ら
は
、
ぬ
き
茶

筅
に
し
て
、
茶
筌
の
台
に
置
へ
し
。

19
一
、
天
目
台
に
の
せ
な
か
ら
両
手
に
持
、
圍
炉
裏
の
縁
の
角
の
通
り
に
置
て
、

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　

�

本
座
へ
帰
り
て
居
ル
。
客
人
天
目
取
上
て
よ
り
、
ひ
さ
く
を
及
第
の
上
に
あ
げ

置
。但
筋
違
に
可
置
。是
ハ
古
田
織
部
流
也
。宗
凡
流
ハ
ひ
さ
く
立
に
た
ゝ
す
也
。

20
一
、
蓋
置
ハ
か
さ
り
た
る
時
之
所
へ
な
お
す
也
。

21
一�

、
客
人
茶
呑
果
て
、
天
目
前
之
所
へ
被
置
候
を
、
双
手
に
取
て
、
前
茶
立
た
る

所
へ
置
。
其
時
客
人
一
礼
あ
り
。
亭
主
一
礼
同
前
。

（
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22
一
、
偖
、
水
指
の
蓋
を
取
て
、
台
子
の
上
へ
あ
げ
置
。

23
一�

、
さ
て
柄
杓
抜
出
し
左
に
持
て
、
蓋
置
前
の
置
た
る
所
へ
直
し
、
釜
の
ふ
た
を

明
て
湯
を
汲
出
し
、
天
目
へ
入
。
湯
あ
つ
き
間
、
水
を
汲
て
う
め
合
せ
、
天
目

に
付
た
る
茶
を
、
人
さ
し
指
壱
ツ
に
て
お
と
す
。
さ
て
湯
を
捨
へ
し
。
又
云
、

独
呑
と
て
、
客
人
呑
た
る
跡
の
湯
を
亭
主
呑
事
あ
り
、
不
可
然
。
客
ハ
主
君
な

と
の
御
参
候
天
目
に
候
間
、
御
跡
を
可
呑
ハ
、
次
よ
り
別
の
茶
碗
な
と
取
出

し
、
下
を
あ
け
て
呑
可
然
由
被
申
候
也
。

24
一�

、
柄
杓
を
取
て
水
を
天
目
に
入
、
茶
筅
す
ゝ
ぎ
し
て
、
茶
筌
ハ
台
に
入
る
。
茶

筌
ふ
ら
す
、
少
な
を
し
て
、
引
ち
や
せ
ん
に
し
、
台
に
入
ル
也
。

25
一
、
茶
巾
取
て
内
よ
り
少
ふ
き
、
茶
巾
又
本
の
所
へ
入
置
也
。

26
一
、
天
目
を
台
に
の
せ
な
か
ら
、
前
方
か
さ
り
て
置
た
る
所
へ
可
置
。

27
一�

、
柄
杓
と
り
て
水
汲
、
釜
へ
入
、
よ
く
湯
の
底
へ
ひ
さ
く
を
入
て
、
汲
上
る
様

に
し
て
左
へ
渡
し
、
釜
の
ふ
た
を
し
め
て
、
柄
杓
立
に
立
へ
し
。
ふ
た
置
も
本

の
所
へ
な
を
し
置
也
。　
　
　
　
　

28
一�

、
客
人
茶
入
所
望
候
共
、
蓋
を
し
め
て
よ
り
御
覧
可
被
成
哉
と
申
、
其
時
茶
入

右
之
手
に
取
て
左
へ
渡
し
、
蓋
ハ
盆
に
置
、
口
を
ふ
く
さ
に
て
ふ
き
、
お
も
て

を
客
の
方
へ
な
を
し
、
い
ろ
り
ふ
ち
の
通
程
に
置
也
。
但
屏
き
ハ
の
方
へ

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　

よ
せ
置
也
。
又
云
、
茶
入
に
耳
な
と
の
あ
る
ハ
、
耳
を
た
て
に
置
出
す
物
也
。

29
一�

、
盆
所
望
あ
ら
は
、
是
も
如
前
ふ
き
て
、
盆
の
真
中
を
圍
炉
裏
縁
の
さ
き
の
通

り
に
置
て
出
す
へ
し
。

30
一�

、
茶
入
及
第
へ
上
候
へ
と
所
望
あ
ら
は
、
盆
を
前
へ
な
を
し
、
茶
入
の
前
を
前

へ
な
し
、
盆
に
の
せ
な
か
ら
台
子
へ
上
也
。
此
時
、
膝
を
立
て
可
然
也

　
　
　
　
　
　
　

客
人
心
持
之
事

31
一�

、
座
敷
へ
入
、
先
承
及
た
る
名
物
よ
り
能
見
て
次
第

く
に
可
見
。常
の
時
ハ
、

先
懸
物
を
み
て
、
さ
て
釜
よ
り
棚
を
ミ
る
也
。

32
一
、
懸
物
絵
讃
之
物
ハ
、
絵
よ
り
み
て
、
後
に
讃
を
み
る
也
。

33
一
、
懸
物
と
花
と
有
之
ハ
、
花
よ
り
ミ
て
、
後
掛
物
を
見
る
へ
し
。

34
一�

、
台
天
目
之
時
ハ
、
台
に
の
せ
て
罷
出
候
間
、
正
客
相
客
へ
一
礼
し
て
、
天
目

台
な
か
ら
両
手
に
持
、
前
へ
よ
せ
、
右
之
手
よ
り
台
に
取
付
、
双
手
に
て
取

上
、
左
の
手
に
て
皿
を
持
、
右
に
て
天
目
を
か
ゝ
へ
一
口
呑
て
、
台
両
手
に

持
、
下
に
置
て
、
天
目
右
之
方
へ
置
、
台
を
左
へ
置
て
茶
呑
は
た
し
て
、
天
目

は
か
り
戴
て
台
を
前
へ
よ
せ
、
天
目
を
す
へ
、
次
へ
渡
。

35
一�

、
次
々
飲
果
而
天
目
を
正
客
へ
上
る
。
天
目
請
取
、
茶
の
い
き
な
と
試
み
天
目

を
み
る
。
高
く
上
事
、
不
可
然
。
昔
ハ
末
座
之
人
呑
は
て
ゝ
、
天
目
を
台
に
の

せ
正
客
へ
上
候
。
然
間
、
天
目
・
台
一
度
に
み
た
る
と
也
。

36
一�

、
当
時
ハ
天
目
は
か
り
正
客
へ
上
、
台
ハ
末
座
よ
り
見
て
、
天
目
と
台
と
入
違

て
ミ
る
や
う
に
仕
也
。

37
一�

、
茶
入
・
天
目
・
盆
、
亭
主
へ
返
し
候
時
、
前
方
亭
主
罷
出
候
こ
と
く
、
出
シ

置
た
る
所
へ
可
返
置
。
茶
入
之
お
も
て
も
置
様
同
前
。

　
　
　
　
　

以
上

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

38
一
、
本
之
台
子
・
釜
置
合
時
□
水
覆
ハ
中
に
置
也
。

39
一
、
蓋
置
ハ
風
炉
の
脇
、
左
ニ
置
也
。
釜
の
蓋
広
く
ハ
下
へ
落
す
へ
し
。

40
一
、
本
台
子
だ
て
ハ
、
柄
杓
左
へ
渡
事
、
曽
以
無
之
。

41
一
、
柄
杓
抜
時
、
水
こ
ほ
し
少
前
へ
引
出
、
第
一
秘
事
之
由
也
。
五
六
分
出
也
。

　
　
　
　
　
　
　

右
之
外
及
第
替
事
無
之
也

42
一�

、
此
二
柱
之
台
子
を
及
第
と
云
ハ
於
大
明
及
第
望
者
ニ
ハ
、
先
達
叡
聞
参
内　 （
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四
三

仕
候
而
、
此
及
第
之
上
ニ
、
大
明
に
て
六
十
敷
程
之
書
籍
を
積
せ
て
、
弓
矢
を

以
彼
書
籍
を
射
ル
。
矢
之
中
リ
た
る
書
物
を
読
明
ら
め
候
へ
は
、
則
及
第
ニ
付

た
る
故
、
及
第
と
云
也
。
此
台
大
徳
寺
江
月
和
尚
ニ
在
之
処
ニ
、
古
田
織
部
令

一
覧
、
台
子
ニ
仕
度
由
被
申
候
時
、
和
尚
親
父
宗
汲
台
子
ニ
可
然
と
被
申
候
、

当
寺
へ
相
伝
候
通
被
申
候
。
尤
可
為
相
応
旨
被
申
候
。
織
部
借
用
に
し
て
帰
宿

候
而
仕
立
、
当
時
用
之
也
。

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

�

右
之
一
巻
者
、
東
山
慈
照
院
御
殿
様
御
同
朋
、
鑑
岳
相
阿
弥
陀
仏
、
為
被
書
記
置

書
物
也
。
而
洛
陽
立
売
針
屋
浄
貞
書
写
、
其
子
紹
珍
・
宗
和
・
宗
春
、
代
々
令
相

伝
処
、
我
等
同
氏
自
民
斎
清
貫
、
宗
春
就
為
唯
（
マ
マ
）弟
令
伝
受
畢
。
然
処
、
大
徳
寺
江

月
和
尚
ニ
彼
清
貫
為
参
徒
故
、
憐
愍
之
余
、
天
王
寺
屋
先
祖
よ
り
宗
汲
迄
、
右
之

書
物
伝
受
之
旨
和
語
せ
ら
れ
候
条
、
重
々
致
懇
望
、
披
見
候
処
、
針
屋
書
物
ニ
毛

頭
不
相
替
候
間
、
彼
和
尚
頼
入
、
宗
汲
嫡
子
宗
凡
ニ
懇
望
申
、
同
心
候
故
、
泉
州

堺
へ
可
越
内
存
候
処
、
小
堀
遠
江
守
、
彼
内
証
被
聞
付
、
深
々
敷
執
心
候
旨
、
清

貫
為
使
和
尚
へ
被
申
入
ニ
付
而
、
無
是
非
彼
和
尚
堺
へ
通
談
候
て
、
遠
江
守
清
貫

致
同
道
堺
津
江
令
参
着
候
。
宗
凡
致
納
得
、
彼
書
物
之
旨
両
人
へ
一
々
致
相
伝
。

当
時
、

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

�

江
戸
へ
令
居
住
至
、
予
不
図
致
在
江
戸
、
清
貫
へ
令
悃
望
、
書
写
口
伝
故
実
等
并

及
第
之
手
前
迄
、
無
残
所
伝
受
之
畢
。
聞
書
等
者
為
子
孫
書
記
之
候
。
従
道
者
、

以
之
外
致
秘
事
儀
候
間
、
努
々
不
可
有
他
見
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
西
長
門
守

　

于
時
寛
永
十
七
年
雪
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀
長
在
判

　

�

右
之
一
帙
者　

東
山
義
政
公
之
同
朋
、
松
雪
斎
相
阿
弥
所
書
記
也
。
寔
於
荘
厳
方

茶
湯
之
道
者
、
可
謂
蘊
奥
極
秘
之
書
而　

公
方
家
光
公
令
弟
保
科
肥
後
守
正
之
雅

丈
之
家
臣
、
有
小
幡
清
貫
者
、
伝
受
此
書
。
然
処
、
我
薩
陽
之
家
臣
仲
西
長
門
守

橘
秀
長
者
與
清
貫
有
同
氏
之
昵
。
或
時
依　

太
守
之
参
勤
、
秀
長
在
江
府
之
日
、

頻
請

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

�

得
此
書
。
於
是
清
貫
無
所
遁
、
授
テ
一
巻
於
秀
長
以
口
伝
故
実
等
、
雖
一
事
而
无

欠
闕
、
悉
伝
受
之
。
今
秀
長
嫡
子
秀
延
所
受
持
之
、
予
又
聞
有
此
書
而
求
之
。
不

止
因
茲
秀
延
不
得
固
辞
。
授
一
帙
、
以
所
塞
其
需
。
予
閑
暇
之
日
書
写
之
、
口
伝

故
実
等
無
所
残
欠
令
相
伝
畢
。
後
昆
従
令
雖
為
無
二
之
知
己
而
、
於
無
執
心
之
族

者
、
堅
可
禁
止
別
覧
者
也
。

惟
時
寛
文
七
年
丁
未
二
月
殻
旦　
　
　

幸
免
斎
養
拙

（
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四
四

『
及
第
台
子
伝
書
（
仮
題
）』（
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
）

（
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）

　
　
図
　
及
台
子
伝
書
冒
頭
部


